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要旨 1人日の高肺化に伴い化腱 ■,権 炎●,I.1加がll著されている力1米 だに診Ui 治″に「,

胆点が残ってヽる 標準的な治燎法は 抗II剤の全身投,だ が 手術が必フtな ることも多

い 手術は前方孫爬 什移lIが-1=的 である し力[高 齢者や全身状態の よいJ者 には 手

術ができない場合がある われわれはII●‖;化膿tl●欅■8■ に対し 感染融間根に■期から

多数回 抗生刺を直接注llする方法を行■た 全倒で感彙はil退し 良,な 結果を得た こ

の方法は 簡使な手技で 制作用も少なく有用と考えられる
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染某到 (国とサえ 札‖薇に抗生剤 .・直接|:!jす

る方法で良好な結果を1,たので報告する

1 対象と方法

2∞1年 から2∞8年 に本法で治班 した腰
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娯

性青i[炎 8御 を対象 とした.経 過製察は平均

23(6-46)力 月であつた。平均年齢η
'(10-出)茂  男 5例  女 3'↓であつた 診断は臨床症

ボ 単れ Xtt MRlの 画像診断 CRPの ヒ蜀な

どで釜合的に判樹iした 発症より本治潔;1始まで

の川11 発症経過 惟忠高位 合
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因百を調べた 丼蜀として 抗生別の静反内■i

期間 CRP陰 性化までの期間 単純 Xれ の変イし

手術の布年 F●終1,を柿みを検詞 した 発症I_過

li Cur1l Ko owskら・の分類 X縦 |まGi血 し、

ら'の 分飯 最終的な術みは M,●●′げ の.l価を

り1い た (表1)M●t●hDo Sm13AYAMA ol謝  登川市民病院 整形
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li 療

返視下で側師 のll位をとり 椎問板造影の要

領で行つた。初にお寮1,はII体生検,卜を用いてll

Щ板を生検 し J[面 険■を行つた 校体が得られ

腰椎化膿lj脊椎炎に対する抗生剤の早期からの
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